
第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

実施計画

健康づくりに対する関心の高まり、生活習慣改善に向けた行動変容のきっかけづくりやモチベーションの高まりにつなげる。

事業内容
市民の積極的な健康づくりを促進するため、けん診の受診や、健
康講座への参加等、健康づくりに関する取り組み状況に応じてポ
イントを付与し、貯まったポイントで賞品の抽選に応募ができる。

計画

ビワテクアプリダウンロード数
3,000人
（R3.1.1～R3.12.31）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　3,500人
（R4.1.1～R4.12.31）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　4,000人
（R5.1.1～R5.12.31）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　4,500人
（R6.1.1～R6.12.31）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　5,000人
（R7.1.1～R7.12.31）

成果

ビワテクアプリ利用者を増やすため、３か月に１回３つ以上の市内ウォーキ
ングコース作成し提供した。また、健康に関するイベント参加時にポイント
が付与されるように各種事業と連携し、運動習慣の大切さについて啓発を
行った。その結果、アプリダウンロード数は計画値を上回る増加となり、市
民の健康づくりに資する事業展開を行うことできた。

課題

草津市内累計ダウンロード者数は増加しているものの、ポイントを取得し
ていないユーザーが半数以上を占めていることから、アプリ利用者が継続
して事業に参加できるよう、周知・啓発方法の検討や賞品協賛事業所や各
種事業と連携した取組を行っていく必要がある。

実績

ビワテクアプリダウンロード数
（総数）　3,429人

ポイント付与期間1月～12月
抽選応募期間1月

ビワテクアプリダウンロー
ド数（総数）4,135人

ポイント付与期間1月～
12月
抽選応募期間1月

ビワテクアプリダウンロード数
（総数） 4,690人

ポイント付与期間1月～12月
抽選応募期間1月

実施計画

（
１
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評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

健康推進アプリ「BIWA-
TEKU（ビワテク）」

健
康
増
進
課

草津市

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
事
業
の
推
進

ウオーキング推進事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ推進委員協議会、くさつ健・交クラブ

課題
より多くの市民がウオーキングやノルディックウオークに親しみ、継
続して実施してもらえるような工夫を行う必要がある。

親子で参加できる各種
スポーツ教室
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会

立命館大学、ボランティアガイド協会　他 誰でも気軽に取り組むことができるウオーキングを通じて、市民の健康づくりに対する機運の高まりにつなげる。

事業内容
年間を通したウオーキング事業等を開催し、ウオーキングを通じた
健康づくりを推進するとともに、年齢に応じたウオーキングや、ウ
オーキングを通じて交流ができる環境づくりを行う。

計画

○歩こう会の実施回数：年１２
回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回数：
年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：年
１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

成果

歩こう会では、1回あたり約58名の参加をいただくことができた。参加200回
目を超える参加者も複数おられ、継続して取り組んでいただいているま
た、毎週のサークル活動とともに、ノルディックウォーキング体験会の実施
や、地域における出前講座を開催するなど、普及に努めた。

評価

親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

小学生以下の親子を対象としたスポーツ教室を開催することで、スポーツの重要性
や楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室については、計画を下回る教室数
となったが、児童期である小学生向けの教室については、各団体が積極的に企画
され、計画を上回って開催された。

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をターゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

乳幼児対象　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　4教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休み子ども運動教室
・未就学児サッカー教室(月4
回)

○歩こう会　６回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　33回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３３回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　４１回

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容

【乳幼児対象教室】　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・秋・
冬）
・夏休みジュニアスポーツ教室
・夏休み子ども運動教室
・夏休み子どもサッカー教室
・新春親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

実績

実施計画

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

5 ページ



第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

4

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

草津まちづくり会社 働く世代や元気な高齢者、子どもたちなど幅広い世代に対して、健康づくりや運動のきっかけづくりを図る。

事業内容
子どもから高齢者まで、幅広い世代に対して健康づくりや運動の
きっかけづくりを進めるとともに、健康拠点である草津川跡地公園
の賑わい創出を図るため、健幸イベントを実施する。

計画

イベントの参加人数
８００人

イベントの参加人数
１，０００人以上

イベントの参加人数
１，０００人以上

イベントの参加人数
１，０００人以上

草津川跡地公園での健
幸イベント

健
康
福
祉
政
策
課

草津市

イベントの参加人数
１，０００人以上

成果

前年好評であったバスケット教室のほかにチアスクール生によるパフォー
マンスも加わり、より充実した内容となった。また、草津市の三医師会およ
び歯科衛生士会、栄養士会等と連携を図り、より専門的な健康啓発を実
施したことにより、市民の健幸づくりに寄与することができた。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
開催内容を大幅に見直し、学区対抗スポレク祭として開催すること
で、学区同士の交流を深め、市民が気軽にスポーツを楽しむ機会
を提供することができた。

評価

評価

事業内容
老人クラブ連合会主催の「健康フェスティバル」等の高齢者が気軽
に参加できる事業を支援し、高齢者の健康づくりの機会の充実を
図る。

実績

計画

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンドゴル
フ大会の開催を支援する。

草津市民スポーツ・レク
リエーション祭

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

体育振興会連絡協議会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 身近にスポーツを感じられる機会の充実を図るとともに、スポーツを通じた世代間の交流につなげる。

事業内容
子どもから高齢者までみんなでスポーツを楽しむことができる
ニュースポーツ等を実施し、市内１４学区の連携と親睦を図り、生
涯スポーツの普及と発展、市民の健康促進を図る。

計画

参加者数６００人 参加者数６５０人 参加者数７００人 参加者数７５０　人 参加者数８００人

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

参加者数１９８人

（
１
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③
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進

老人クラブ活動支援

長
寿
い
き
が
い
課

高齢者の健康づくりの機会の充実を図るため、ノルディック・ウ
オーキングを活用した「健康ウォーキング」等の高齢者が気軽に参
加できる事業の支援を行った。その結果、明るく活力のある高齢社
会を実現させようとする機運の高まりにつながった。

課題
会員数が減少していることから、引き続き、老人クラブのＰＲについ
て、老人クラブ連合会と連携して力を入れていく必要がある。

課題
開催内容の見直しにより、参加者数が目標値に対して大幅に下回
る結果となった。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

・健康ウォーキング（６
月、１１月、１月）
・ニュースポーツ体験会
（１０月、１１月、１２月）
・グラウンドゴルフ大会（７
月）

・健康ウォーキング（５月、６
月、１１月、１月）
・健康フェスティバル（１０月）
・グラウンドゴルフ大会（７月）

成果

実績

新型コロナウイルス感染症の
影響により中止

課題
市民の健幸づくりを推進していくためには、今後もイベント等での
啓発に継続して取り組む必要がある。

・健幸フェア
　参加者　７４８人

・健幸フェア
　参加者　１，２６７名

・健幸フェア
　参加者　２，３９８名

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

草津市 実施計画

老人クラブ連合会 社会福祉の増進を図り、明るく活力のある高齢社会の実現を目指す。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

実績

・健康ウォーキング（６月、１１月、１
月）
・ニュースポーツ体験会（１０月、１
１月、１２月）

6 ページ



第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

身体を動かすことにより高齢者の介護予防を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
いきいき百歳体操等の軽運動の普及・促進により、地域ぐるみで
高齢者の介護予防を推進する。

計画

地域においていきいき百歳体
操に関する取り組みを実施す
る。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

成果

いきいき百歳体操に取り組む団体に対して、備品の貸し出しや職
員の派遣を行うことで立ち上げ支援を行うとともに、評価や交流会
の実施により活動継続の意欲向上に努めた。(新規団体の立ち上
げ件数：4件)

課題

参加者の高齢化や担い手不足により活動を辞められる団体や地域での活
動に参加していない高齢者の割合が増加していることから、介護予防に取
り組む団体や参加者の増加に向けて介護予防に参加していない新規の参
加獲得を支援する必要がある。(活動を辞められた団体件数：4件)

実績

実施団体数　１２５団体 実施団体数　１２７団体 実施団体数　１２７団体

3

スポーツ推進委員協議会、くさつ健・交クラブ 実施計画

立命館大学、ボランティアガイド協会　他 誰でも気軽に取り組むことができるウオーキングを通じて、市民の健康づくりに対する機運の高まりにつなげる。

事業内容
年間を通したウオーキング事業等を開催し、ウオーキングを通じた
健康づくりを推進するとともに、年齢に応じたウオーキングや、ウ
オーキングを通じて交流ができる環境づくりを行う。

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３３回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　４１回

評価 3

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

歩こう会では、1回あたり約58名の参加をいただくことができた。参加200回
目を超える参加者も複数おられ、継続して取り組んでいただいているま
た、毎週のサークル活動とともに、ノルディックウォーキング体験会の実施
や、地域における出前講座を開催するなど、普及に努めた。

課題
より多くの市民がウオーキングやノルディックウオークに親しみ、継
続して実施してもらえるような工夫を行う必要がある。

実績

○歩こう会　６回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　33回

計画

評価

◆講座開催数
　　２４回

◆講座開催数
　　２３回
　(24回実施予定だったが、雨
のため1回中止)

評価

実施計画

高齢者の介護予防や社会参加を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
高齢者が気軽に運動や栄養・口腔、認知症など、様々な分野につ
いて学べる機会を提供し、自ら介護予防に取り組むとともに、支援
者としての活動や地域での自主活動につなげる。

計画

高齢者の社会参加の場を設
け、介護予防への取り組みを
支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ウオーキング推進事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

高齢者の社会参加の場を
設け、介護予防への取り
組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回成果

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

◆講座開催数
   ２２回
（緊急事態宣言下のため、2回講
座開催中止）

④
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
推
進

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

昨年度からの継続参加者も数名いるものの、広く周知を行ったことにより、
新たに参加される方が増加した。
参加者自身の意識向上だけでなく、健幸大学で学んだ内容を地域の活動
団体内で普及啓発されるなど、地域への情報発信としての役割も果たすこ
とができた。

課題
参加者の多くは開催場所に近い市民の参加となっており、介護予
防に関する講座の開催場所を変更しながら実施していくことで高
齢者の社会参加を促していく必要がある。

実績

③
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進

キラリエ草津☺健幸大
学

長
寿
い
き
が
い
課

草津市

いきいき百歳体操

○歩こう会の実施回数：年１２
回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回数：
年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：年
１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続事業内容
市内の社会体育施設等で誰もが参加できるスポーツイベントを開
催し、市民の健康づくりと市民相互の交流を図る。

参加者数　２，７１６人

評価 2

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
新型コロナウイルス感染症の影響で4年ぶりに開催することができ
た。市内各所で開催し、市民が気軽にスポーツに親しみ、健康づく
りと市民同士の交流を深めることができた。

課題

中止が続いていたこともあり、前回開催時の令和元年度実績と比
較して、参加人数が大幅に減少した実施団体がほとんどであっ
た。参加人数の増加に向けて、より積極的かつ早期の周知啓発に
努める必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染症の
影響により中止

計画

参加者数５，０００人参加者数３，５００人 参加者数３，７００人

くさつ健康はつらつ体操等を活
用し、地域において運動啓発
を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操等
を活用し、地域において運
動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

参加者数４，０００人 参加者数４，５００人

様々なスポーツを体験できる機会を提供することで、市民のスポーツ活動機会の充実を図る。

＜くさつ健康はつらつ体操＞
地域のイベント等で体操を実
施した回数　4回
健康推進員出動人数　25人
市民の参加人数　95人
市YouTube視聴回数（総数）
692回

＜くさつ健康はつらつ体操＞
地域のイベント等で体操を実
施した回数　5回
健康推進員出動人数　67人
市民の参加人数　635 人
市YouTube視聴回数（総数）
1,016回（R6.4.15現在）

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

第２回目となるびわ湖マラソン大会として開催し、県内外から多く
の方に参加いただくことができた。

課題
より良い大会となるよう、県や関係市町と調整を図りながら、アン
ケート等で寄せられた課題等について解決していく必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染症の
影響により、オンラインでの開
催

計画

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラ
ソン

チャレンジスポーツデー

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

スポーツ協会、体育振興会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、立命館大学

くさつ健康はつらつ体操

健
康
増
進
課

健康推進員連絡協議会

事業内容
地域のまつりや運動会、ふれあいサロン等において「くさつ健康は
つらつ体操」を行い、体操の普及・促進に努め、市民の健康保持・
増進を図る。

成果

評価 3

「びわ湖レイクサイドマラソン」等のマラソン事業を通じて、ランニン
グの普及を図り、健康づくりに対する機運の高まりにつなげます。

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

大会実行委員会

滋賀県、滋賀県陸上協会

事業内容

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
２

）
「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
ス
ポ
ー

ツ
の
参
加
促
進

びわ湖レイクサイドマラソンの
開催

⑥
健
康
推
進
員
に
よ
る
体
操
の
普
及
啓
発

⑤
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及

市民の健康保持・増進を図るため、健康推進員が中心となり、地域で「くさ
つ健康はつらつ体操」を実施し、体を動かすことの大切さの周知・啓発を
行った。その結果、実施回数や参加人数など、前年度（令和４年度）を上回
る結果となり、幅広い市民に「くさつ健康はつらつ体操」を知ってもらえるこ
とに加え、健康づくりのきっかけづくりを行うことができた。

課題

コロナ禍も収束し、「くさつ健康はつらつ体操」を実施できる機会や参加人
員が増加していること、また健康推進員の活動回数もコロナ禍以前に戻り
つつあることなどから、より広くの市民の健康づくりに関心をもってもらえる
よう、効果的な「くさつ健康はつらつ体操」の普及・啓発を行っていく必要が
ある。

実績

びわ湖マラソンとして開
催
参加者　6,332人

びわ湖マラソンとして開催
参加者　6,628人

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

＜くさつ健康はつらつ体操＞
地域のイベント等で体操を実
施した回数　3回
健康推進員出動人数　20人
市民の参加人数　88人
市YouTube視聴回数（総数）
341回（R.4.5.20現在）

実施計画

地域におけるくさつ健康はつらつ体操の普及と促進に努め、市民の健康増進につなげる。

計画

誰もが気軽に参加できるランニングイベントを開催し、ランニングによる健康づくりの普及につなげる。

①
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
充
実

実施計画

実施計画
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

②
初
心
者
向
け
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
促
進

初心者向け向けの各種スポーツ教室を開催することで、スポーツ
を始めるきっかけを提供をすることができた。また、段階的なステッ
プアップ講座を開催することで、幅広い対象者に向けたスポーツ機
会の充実を図ることができた。

課題

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ
教室４教室

スポーツの多様な関わ
り方周知啓発事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市

成果

③

「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
様
々
な
か

た
ち
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
画
機
会
の
提
供

実施計画

広報くさつ　２３回／年
市ほか関係団体ホームページ
掲載　市ほか３団体

広報くさつ　27回／年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか3団
体

広報くさつ33回/年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市他3団体

草津市スポーツ振興事業体、スポーツ協会、くさつ健・交クラブ

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実績

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　５教室
（ほか、２教室はコロナで中止）
・市スポーツ協会主催（サッカー以
外コロナで中止、野球、テニス、剣
道）　５教室
〇段階的なステップアップ教室
・初級・中級教室　テニス４教室

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　7教室
・市スポーツ協会主催（ｻｯｶｰ、ｿ
ﾌﾄﾃﾆｽ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、野球、剣
道）　5教室
〇段階的なｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ教室
・初級・中級　テニス4教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ教
室４教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ
教室４教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

広報くさつ掲載　２３回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

初心者向け等各種ス
ポーツ教室事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体

初心者向けや段階的なステップアップを目的としたスポーツ教室
の開催を促進し、スポーツ機会の充実とスポーツ愛好者の裾野の
拡大を図る。

計画

初心者向けスポーツ教室　１３
教室
段階的なステップアップ教室４
教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ
教室４教室

成果

親子で参加できる各種
スポーツ教室
（再掲）

引き続き、市民が気軽に参加することのできる教室の開催を行う
必要がある

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ

事業内容

周知啓発等により、それぞれ自分にあった関わり方で親しむことができる市民のスポーツ参画機会の充実を図る。

事業内容
各種スポーツイベントのさらなる周知啓発を図るとともに、多様な
スポーツの価値を知ってもらうための周知啓発を併せて図る。ま
た、多様なスポーツの関わり方で参画する機会を提供する。

計画

広報くさつ掲載　２１回／年
市ほか関係団体ホームページ
掲載　市ほか３団体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

（
２

）
「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
ス
ポ
ー

ツ
の
参
加
促
進

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

①
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
充
実

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をターゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

・「親子で楽しむ運動遊び」を
開催(6月・10月)
・各施設で年を通して運動遊
びに取組む。
・リズム運動
・散歩
・外部講師の活用
・地域の方とのスポーツ交流
等

各種イベントや事業について、広く市民に周知することができた。

課題

引き続き、市民がスポーツと多様な関わり方ができるよう、情報発
信に努めるとともに、実際に市民がイベント等に参加する等の行
動につなげることができるよう、効果的な発信方法を検討をする必
要がある。

実績

実施計画

スポーツへの出会いやきっかけづくりのほか段階的な事業展開により、スポーツ文化の醸成およびその定着化につなげる。

評価

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　４教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

乳幼児対象　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　4教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休み子ども運動教室
・未就学児サッカー教室(月4
回)

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　7教室
（ソフトバレー・サッカー・卓球・剣
道・バスケットボール・ソフトテニ
ス・バドミントン）
〇段階的なステップアップ教室
・ジュニア卓球教室　1教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

小学生以下の親子を対象としたスポーツ教室を開催することで、スポーツの重要性
や楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室については、計画を下回る教室数
となったが、児童期である小学生向けの教室については、各団体が積極的に企画
され、計画を上回って開催された。
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
３

）
食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

離乳食レストラン　21回/
年の開催

107団体、新規立上げ団体１団体

食べることにより高齢者の介護予防を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

草津歯・口からこんにちは体操の普及・促進により、食べることを
通じて、高齢者の健康な体づくりにつなげる。

実施団体　１０６団体

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取り
組みを実施する。

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

離乳食レストラン

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

参加者からは、さわやか保健センター開催日は定員に達しておりすぐに申
し込みできなかったり、駅前等の利便性の高い場所での開催を求める声も
あり、より市民にとって参加しやすい場所での開催を検討する必要があ
る。

実績

年間19回実施
(新型コロナウィルス感染症拡
大防止のため２回中止）

年間21回実施 年間21回実施

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

試食なしの計画であったが、新型コロナウイルス感染症が５類に移行した
状況を鑑み、５月より試食を再開し、参加者には離乳食のイメージをより具
体的にもってもらうことができた。また、参加者同士の交流の時間が持てる
ようになり、子育ての不安軽減につながった。

健康推進員連絡協議会 実施計画

子育てを行う保護者が、離乳食の進め方を習得するとともに、保護者同士の交流により、それぞれが持つ育児不安の解消につなげる。

事業内容
子育てを行う保護者が、離乳食のレシピや時期に応じた調理方
法、栄養バランス等に関する食育について学び、保護者同士の交
流や情報交換を行う。

成果

②
高
齢
者
の
食
育
の
推
進

課題
活動団体の高齢化により活動の継続が今後困難になってくること
が考えられるため、草津歯・口からこんにちは体操に取り組む市民
を増やしていく必要がある。

実績

実施団体数　１０１団体

計画成果

①
子
ど
も
の
食
育
の
推
進

成果

食生活について意識の醸成を図るため、栄養教諭による各小中
学校での栄養指導や給食だよりの配布を実施した。その結果、学
校給食の取り組みや児童等の家庭における食生活について意識
の醸成を図ることができた。

課題
よりよい指導や啓発に向けて内容の充実を図るために、今後の指
導・啓発についてさらに検討していく必要がある。

実績

・コロナ禍であることから栄養
指導は資料の配付とした。
（14小学校）
・啓発活動　　11回
（児童等へ給食だよりの配付、
HP掲載）

課題

計画

離乳食レストラン　21回/年の
開催

評価

実施団体数　１０７団体

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

離乳食レストラン　21回/
年の開催

離乳食レストラン　21回/
年の開催

離乳食レストラン　21回/
年の開催

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

地域において草津歯・口
からこんにちは体操の取
り組みを実施する。

地域において草津歯・口からこ
んにちは体操の取り組みを実
施する。

草津市 実施計画

草津歯・口からこんにち
は体操

長
寿
い
き
が
い
課

事業内容

評価

食育の推進

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

草津市 実施計画

食生活について意識の醸成を図り、心身の健全育成に努める。

事業内容
学校での栄養指導を行うとともに、児童等の家庭における食生活
について意識の醸成を図るため啓発を行う。

計画

栄養指導や啓発活動を実施す
る。

栄養指導や啓発活動を
実施する。

栄養指導や啓発活動を実
施する。

栄養指導や啓発活動を
実施する。

栄養指導や啓発活動を
実施する。

・栄養教諭による栄養指
導の実施。
（14小学校、2中学校）
・啓発活動　　11回
（児童・生徒等へ給食だ
よりの配付、HP掲載）

・栄養教諭による栄養指導の
実施。
（14小学校、2中学校）
・啓発活動　　11回
（児童・生徒等へ給食だよりの
配付、HP掲載）
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

計画

設立クラブ数　８クラブ

新型コロナウイルス感染症をきっかけにイベントの規模を縮小した
り、開催方法の見直しや中止を行われた学区もあった。学区間で
の、情報共有を行い、各種イベントを継続できる方法を模索する必
要がある。

実績

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

安定的な活動に向け、指導者や運営にかかるスタッフ等の確保に
取り組む必要がある。

実績

会員数：561人 会員数：556人

①
学
区
単
位
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
充
実

地域スポーツイベントの
開催

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会 実施計画

各スポーツ推進委員 地域のスポーツ活動の活性化により、地域内の交流や学区間の連携強化につなげる。

事業内容
学区運動会をはじめとした地域の各種スポーツイベントの活性化
を図る。

・学区運動会：新型コロナウ
イルス感染症の影響により
中止となった学区もあった
が、開催方法や開催時間を
工夫し実施した学区もあった
ため、体育振興会連絡協議
会で情報共有を行った。
・ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ：中止

・学区運動会：4学区で開催。
・ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ：13学区で
開催。
・その他スポーツイベント:6学
区で開催

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

各地域で、運動会を実施した学区があったため、体育振興会連絡協議会
で開催競技や開催方法について情報共有を行った。ニュースポーツ体験
をはじめとしたスポーツイベントを開催し、スポーツを通じた地域内交流の
機会づくりに向け取り組みを行った。

課題 ・学区運動会：新型コロナウイ
ルス感染症の影響により中止
・チャレンジスポーツデー：新型
コロナウイルス感染症の影響
により中止

計画

学区運動会の開催や、チャレ
ンジスポーツデー等の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー等
の開催

草津市 実施計画

各体育振興会、各スポーツ推進委員 地域スポーツクラブの設立により、市民が身近にスポーツができる環境づくりにつなげる。

事業内容
市民が身近にスポーツができる環境を整えるため、学区単位の地
域スポーツクラブ設立の支援を行う。

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果 計画

設立クラブ数　５クラブ 設立クラブ数　５クラブ 設立クラブ数　６クラブ

まだクラブを設立していない地域に働きかけを行うとともに、既存
のクラブについて、持続可能なクラブ運営ができるよう、運営の在
り方について考える機会の創出を図る必要がある。

実績

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

学校開放事業の運営支援など設立後の支援を通じて、組織の安
定化に努めた。

課題

設立クラブ数　７クラブ

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
４

）
体
育
振
興
会
活
動
の
充
実

（
５

）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

総合型地域スポーツク
ラブ事業補助金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

くさつ健・交クラブ くさつ健・交クラブの活発な活動により、市民が多様なスポーツ活動を行える環境づくりにつなげる。

事業内容
くさつ健・交クラブの活動基盤を強化するための支援を行い、活発
な活動を促進し、市民の多様なスポーツニーズに対応したスポー
ツメニューの提供やスポーツができる環境を整える。 会員数：６６０人 会員数：６９０人 会員数：７２０人

成果
会員数は目標に届かなかったものの、中学生向けの新規教室等
の開設など、新規会員獲得に向けた取組を行うことができた。

課題 会員数：529人

会員数：６００人 会員数：６３０人

②
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

地域スポーツクラブ設
立支援事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料３-2

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

全国障害者スポーツ大会の開催を契機として、障害者団体と連携
して開催する「草津市いきいきふれあい大運動会」等の事業を推
進し、障害者のスポーツ事業の充実を図るとともに、だれもが楽し
め、交流できる機会の創出を図ります。

新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から
中止

新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中
止

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
新型コロナウイルス感染症により実施できなかったが、各関係機
関と連携を図ることで、事業を実施できる体制を整えた。

新型コロナウイルス感染症への不安が残る中で、安全かつ参加し
やすい手法等を検討していく必要がある。

各年度の参加人数６００人
以上

各年度の参加人数６００
人以上

各年度の参加人数６００
人以上

心身障害児者連絡協議会 実施計画

障害のある人の体力向上と社会参加を促進する。

滋賀県障害者スポーツ
大会

障
害
福
祉
課

滋賀県障害者スポーツ協会 実施計画

障害者スポーツの裾野の拡大と競技力の向上を図る。

事業内容
各種関係団体等と連携し、スポーツに取り組む選手の滋賀県障害
者スポーツ大会への参加を支援する。

計画

各年度、大会参加者５０人以
上

各年度、大会参加者５０
人以上

各年度、大会参加者５０人
以上

各年度、大会参加者５０
人以上

各年度、大会参加者５０
人以上

成果
関係団体等と連携し、参加の支援を行った。その結果、障害者ス
ポーツの競技力向上につながった。

課題 参加者数　２1人 参加者数　29人

実績

参加者数　　２１人

・体育施設空調設備改修
工事
・野村運動公園グラウンド
管理棟改修工事
・ふれあい体育館床・外壁
他改修工事
・野村運動公園掲揚台改
修工事

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

草津市 実施計画

社会体育施設の適正な機能を維持していくことで、誰もが快適にスポーツができる環境を整える。

事業内容
スポーツができる場所として社会体育施設の適正な機能維持やユ
ニバーサルデザイン化に向けた必要な改修等を行う。

計画

必要な整備・改修
　・野村運動公園管理棟外部
階段改修工事

必要な整備・改修
　・総合体育館屋根・床板
改修工事
・野村運動公園グランド
管理棟空調取替工事
・ふれあい体育館管理室
空調改修工事

必要な整備・改修
・体育施設空調設備改修工事
・野村運動公園グラウンド管
理棟改修工事
ふれあい体育館床・外壁他改
修工事

必要な整備・改修 必要な整備・改修

成果
当初計画していた各種改修工事等を実施したほか、国スポに向け
て野村運動公園の掲揚台改修工事を追加で実施することができ、
利用者の利便性の向上につなげることができた。

①
障
害
者
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
・
充

実

（
６

）
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

実績

・野村運動公園管理棟外部階
段等塗装補修
・総合体育館大屋根固定ボル
トキャップ部のシーリング修繕
・総合体育館屋根・床板改修
実施設計

・総合体育館屋根・床板改修工
事
・野村運動公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ管理棟・
ふれあい体育館管理室空調改
修工事
・野村ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾈｯﾄ改修工事
・山寺健康広場藤棚撤去工事
・常盤東健康広場フェンス改修
工事　ほか

②
草
津
市
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
と
の
連
携
に
よ
る

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

②
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
等
の
推
進

社会体育施設等整備改
修事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

課題

経年劣化により施設や付帯設備の老朽化が進んでいることから、
指定管理者からの聞き取りや、利用者からの御意見等をもとに、
今後の対応について計画的に実施し、より市民が利用しやすい施
設にしていく必要がある。

障害者スポーツの競技人口を増やすため、魅力などを広くＰＲする
必要がある。

評価

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

3

実績

新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から中止

計画

各年度の参加人数６００人以
上

各年度の参加人数６００
人以上

課題

障害者スポーツの推進

障
害
福
祉
課

事業内容
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